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試験材は ASTM CF3M で、500℃／1,000 h の過酷時効熱処理を施した。その後、3点曲げ試験片を
加工し疲労予き裂を導入して、弾塑性破壊靱性試験を行った。試験は準静的および動的条件にて行い、











第 3章では、鋭敏化したステンレス鋼の炉内水質での SCC 進展評価に資することを目的に、γ線照
射下での高温水中き裂進展挙動について検討した。 











第 4章では、第 3章での結果を受け、鋭敏化 304 ステンレス鋼の SCC 進展に及ぼすバルク水中の DO




試験の結果、DO と同様に過酸化水素も SCC 進展を助長する効果があることを確認した。DO と過酸
化水素が混在する条件でのき裂進展速度における環境支配因子について検討し、進展速度は SCC 発生
の指標として用いられる腐食電位でも整理できるが、[O2]eff との間により高い相関性が得られることを




第 5 章では、複数の因子に影響を受ける低合金鋼の高温水中 EAC 挙動を活性溶解と水素誘起割れ








BWR 運転温度付近(288 ℃)への外挿は妥当と判断し、HAC 発生の限界き裂先端水素濃度を推定した。
またき裂先端の 3軸応力場への水素の集中を考慮すると、高温水中のき裂先端での活性溶解で発生する
水素により、同程度のき裂先端水素濃度が得られる可能性のあることを水素拡散計算により示した。 








第 6 章では、低炭素ステンレス鋼の SCC 発生において重要な表面加工層の影響について基礎的に検
討することを目的に、各種溶体化オーステナイトステンレス鋼の高温水中 SCC 感受性に及ぼす冷間加
工の影響について検討した。 
供試材として、国内 BWR に用いられている SUS304、316 系のほか、Nb 添加した SUS347 系につ
いても評価した。これらの溶体化材に冷間圧延による加工を加えて SCC 試験に供した。SCC 試験は、
隙間付き曲げ(CBB)および定荷重単軸引張(UCL)の 2 つの方法により、いずれもグラファイトウールに
て隙間を形成させて 288℃高温純水中にて行った。 
試験の結果、CBB 試験ではいずれの材料も冷間加工度の増加により SCC を発現し、冷間加工の影響
が認められた。また 316L および 316NG(NG; Nuclear grade)では加工誘起マルテンサイトの形成は認
められず、加工誘起マルテンサイトは溶体化オーステナイトステンレス鋼の高温水中 SCC に対する加
速要因ではあるが必須要因でないことを示した。高温水中 SCC 感受性の材料序列および冷間加工の影












いた。高濃度(8ppm)の酸素を含有する高温水中に 316L ステンレス鋼の板材を最長 500 h 浸漬して、 













 第 8章では、第 2章から第 7章で得られた結果を要約し総括した。 
 
 本研究は BWR の材料劣化と健全性評価のためになされた多くの研究の一部ではあるが、劣化事象
を健全性評価に必要なパラメータの視点で定量的に評価し、さらに機構的観点からの考察を加えること
で、構造健全性評価の精度向上や保全技術の適用に寄与できたと考える。 
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